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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文の第１の目的は，母―青年関係のコミュニケーションの構造を検討し，両者の相
互作用について明らかにすることである。また第 2 の目的は，母―青年関係と青年の心理
的側面との関連について明らかにすることである。本論文は，Ⅳ部 9 章で構成している。 
序章においては，親子関係研究の歴史について概観し，親子関係の有り様がその時代の
イデオロギーや社会的，経済的，文化的な状況によって変化する側面が大きいことを論じ，
親子関係研究の意義をこのような検討を踏まえながら議論した。 
第 1 章では，1960 年代以降の親子関係研究に焦点を当て，「子どもに対する親の態度・
行動（親→子）に関する視点」と「親に対する子どもの態度・行動（子→親）に関する視
点」の二つの視点から，これまでの親子関係の代表的なモデルについて議論した。次に，
方法論的な立場から，次元探索と確認そして尺度開発を中心として，親子関係研究を概観
した。青年期の親子関係研究が，親の養育態度・行動の研究から親―青年関係の両者の相
互作用についての研究に広がり，またその分析手法は因子分析法を用いた横断的方法を軸
としながら，構造方程式モデリング（SEM: Structural Equation Modeling）や動的因子
分析（DFA: Dynamic Factor Analysis）などを用いた縦断的研究へと広がってきたことを
内外の研究を整理しながら報告した。そして，我が国における最近の親子関係研究の動向
を紹介しながら，依然として，親子関係研究においても対象者を青年のみとする研究が多
いこと，また，縦断研究が多くないことを指摘するとともに，関連文献を踏まえて縦断研
究の重要性を論じた。 
第 2 章では，親子関係とアイデンティティ，自尊心，パーソナリティ等の心理的側面と
の関係について，これまでに行われてきた親子関係研究を概観した。親子関係は，自尊心
やアイデンティティ，社会化などの青年の心理的発達や適応と関係しており，青年期にお
いても親と子の関係が青年の心理的発達や適応に重要な役割を担っていることをこれまで
の研究成果を踏まえて議論した。 
第 3 章では，青年期における親子関係研究で残されている課題について検討を行い，本
論文の構成と各章の目的を示した。そして，第 4 章～第 8 章のそれぞれの研究の調査の方
法や対象者などの概要についても紹介した。 
第 4 章では，2004 年に大学生を対象に行った調査から，青年の母に対する態度・行動
についての構造に検討を加えた。これまで，小高  (1998, 2010) は因子分析により，その
構造を検討していた。本章では，探索的因子分析に加え，この分野での新しい試みとして，
SEM を適用し，男女の 2 集団の同時分析により，青年の母に対する態度・行動の構造の
不変性について検討を行った。その結果，青年の母への態度・行動の構造が，男女で不変
性の高い「母との情愛的絆の因子」，「母からのポジティブな影響の因子」，「母との対立の
因子」「母への服従の因子」，「母に対する客観視の因子」，「母とは別の独自の生き方の因
子」の 6 因子から構成されることを明らかにすることができた。 
第 5 章では，大学生の母子関係に焦点を当て，青年の認知する「母の子に対する態度・
行動（親→子）」と「子の母に対する態度・行動（子→親）」の関連を明らかにするために，
SEM を適用し，男女の 2 集団の同時分析により両者の関係の分析を行った。まず「母の
子に対する態度・行動」の構造については，探索的因子分析法を適用することにより，「受
容の因子」と「統制の因子」の 2 因子を得た。次に「子の母に対する態度・行動」の構造
についても，同様に探索的因子分析法を適用することにより，「母との情愛的絆の因子」，
「母からのポジティブな影響の因子」，「母との対立の因子」，「母への服従の因子」，「母に
対する客観視の因子」，「母とは別の独自の生き方の因子」の 6 因子を得た。以上の結果を
踏まえ，母子の関係性について，SEM を適用し，男女の 2 集団の同時分析により両者の
関連を因子的不変性の観点から検討した。その結果，母を統制的であると認知するほど，
青年は母に服従するが，その一方で反発を感じていること，また母を受容的であると認知
するほど，青年は母からポジティブな影響を受け，情愛的絆が強いと感じ，対立的でない
と認知していることを明らかにすることができた。 
第 6 章では，中学 1 年生の一組の母娘関係に焦点を当て，DFA により母と娘の日々の影
響過程を明らかにした。母と娘それぞれが毎日，一日を振り返り，母娘関係の質問紙に，
それぞれに独立に回答するという形式の調査を 144 日間実施した。分析では，まず，探索
的因子分析（P 技法因子分析あるいはラグを置かない DFA）で各尺度の構造を検討し，因
子に対応した下位尺度（小包）を構成した。そして，因子と小包化した下位尺度の関係が
成立することを母と娘それぞれに適用した確認的因子分析により確認した。次に，母娘関
係の時間経過の中での相互作用の分析を行うために，DFA により前々日から前日と当日へ，
そして，前日から当日への影響過程を検討するために時間的な遅れ（ラグ）を入れた分析
を行った。その結果，その日の母娘関係が，次の日の母娘関係に影響することが確認され，
また，両者の影響過程については，その日の「母の統制の因子」から次の日の「娘の親和
志向の因子」へ，また，その日の「娘の親和志向の因子」から次の日の「母の受容の因子」
へというように，娘と母の関係は独立した関係ではなく，日々互いに影響を及ぼしあうと
いうことを明らかにすることができた。 
第 7 章では，大学生を対象に，青年の母への態度・行動と個人志向性・社会志向性との
関連を明らかにするために，青年の母への態度・行動の青年の心理社会的適応への影響を
SEM により，男女の 2 集団の同時分析を行った。その結果，男女共に，母への親和志向
的な態度は，社会志向性と関係しており，母への客観的独立志向的な態度は個人志向性と
関係していた。すなわち，母への親和志向的な関係は，他者との調和的共存や社会適応と，
また，母からの客観的独立志向的な関係は，自他の差異性を強調する個性や独自性を尊重
することと関係しているといえる。この結果を踏まえ，大学生においても，母子関係が青
年の心理社会的適応に重要な役割を果たしていることを考察した。 
第 8 章においては，中学 1 年生の母娘の 3 組のペアを対象に 144 日から 156 日までの日々
の母娘関係と情動性について調査を行い，これらの変数に潜在する因子を探索的因子分析
（P 技法因子分析）により探索し，母娘関係と母娘の情動性との関連性を因子レベルで検討
した。まず，探索的因子分析により，3 組のそれぞれのペアで，母娘関係については 5 つ
の因子，情動性については母と娘に関する 2 因子の合計 7 因子が得られた。母娘関係に関
する 5 因子については，ペアによって類似した因子とそうでない因子が認められる結果と
なった。類似した因子は，「娘の認知する母との親和的関係」に関する因子と「娘の認知す
る母への反抗的態度・行動」に関する因子，「母の認知する娘との親和的関係」に関する因
子であった。次に，3 組に共通して得られた母娘関係の因子と母娘の情動性との関係を明
らかするために，共通に負荷を示す項目を特定し，これらの項目を用いて，SEM による
DFA のラグ 0 の 3 組の母娘の 2 者関係の同時分析を行ったところ，適合度の高い結果を得
ることができた。どの組み合わせにおいても，母娘関係と情動性との因子間の関連では，
娘の情動性と母の情動性は直接には関連しなかった。しかしながら，母娘関係と情動性と
の因子間の関連では，それぞれの母娘の組み合わせで違いが認められた。たとえば，娘の
情動性と母の情動性が母娘関係を介して間接的に関連する場合，娘の情動性と母の情動性
が母娘関係とは関連するが，娘の情動性と母の情動性が間接的にも関連しないといえる。
このように，母娘関係と情動性との因子間の関連には，いくつかのパターンが存在するこ
とが明らかとなった。これらの結果は，娘の情動性と母の情動性の関連についていくつか
の道筋が存在することを示唆するものであり，その道筋がその母娘ペアによって異なると
考えられる。 
第 9 章では，まず，本研究の全体を総括した。次に，母―青年関係を中心とした本研究
の成果について述べた。すなわち，まず，母―青年関係の統合的な枠組みの概念的枠組み
について，大学生における青年の母への態度・行動が「母への親和的志向」「母からの客観
的独立志向」の 2 つの次元に集約されること，また，母の青年の態度・行動は「受容」と
「統制」の 2 つの次元に集約されることである。そして，大学生の母子関係についての性
差について，これまでの多くの研究では母娘関係がより親密であるという結果が報告され
ているが，本研究の結果もこれを支持するものであった。これらの結果を踏まえ，母娘関
係が親密であることの理由についても独自な考察を行った。さらに，母―青年関係が青年
の心理社会的適応と関係していることを議論し，母―青年関係が青年期後期においても青
年の心理社会的適応に影響を及ぼしている可能性に考察を加えた。次いで，中学生を対象
にした母娘関係のペアデータの DFA の分析結果からも，母と娘が日々互いに影響を及ぼ
しあっていることを考察し，両者の相互作用を追究することの重要性を，この方法論の親
子関係研究における有効性ともに指摘した。最後に親―青年関係の今後の課題と可能性に
ついて議論し，本研究の限界と今後の研究の展開について論じた。 
 
 
  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は，青年期における親子関係について，「子どもに対する親の態度・行動（親→
子）」に関する探索的因子分析にもとづく古典的な研究アプローチを，因子の不変性を追求
する確認的研究へと発展させ，そして，「親に対する子どもの態度・行動（子→親）」に関
する独自な測定とその次元の探索と確認を行っている。親と青年とインタラクションに関
して，これら二つの方向からの測定を集団で実施した結果から追究することに加えて，母
娘関係の日々の関係を動的因子分析により個別的な母娘を対象に検討を行っている。この
ように，本論文は，最新の方法論的進展を親子関係研究に取り込みながら，新しい視座を
開拓しようとする意欲的な労作である。この論文の学術的成果は次の６点に集約すること
ができる。 
１．問題意識が明確で，問題設定が適切である。 
 親子関係に関する古典的な研究を紐解きながら思弁的な枠組みとその測定尺度の開発か
ら探索的因子分析より抽出された次元と尺度構成とのそれらの研究成果をレビューするこ
とによって，青年の親子関係の測定において不変な因子を確認することの必要性を明解に
論じている。そして，「子どもに対する親の態度・行動（親→子）」を中心に展開してきた
親子関係の研究に，「親に対する子どもの態度・行動（子→親）」の視点を導入することに
よって，親子間のインタラクションを分析することの必要性とその可能性を導き出してい
る。このように，明確な問題意識の下で，的確に問題を設定していると評価することがで
きる。 
２．先行研究を適切に検討，吟味している。 
 内外の古典的研究の丹念な検討・吟味に加え，関連する国内の論文を徹底的に収集し，
調査対象，標本サイズ，研究デザイン，研究手法により整理している。海外の文献に関し
ても，研究方法を中心とした整理を行っている。その中で，集団を対象とした法則定立的
なアプローチと個の親子を対象とした個性記述的なアプローチをインタラクション追究の
二つの方法として特定している。このように，本論文の文献レビューは，この分野の研究
では，貴重な成果であると評価することができる。 
３．研究目的に照らして研究・分析の方法が適切である。 
親子関係の測定に潜在する次元の探索結果を丁寧に整理して，調査対象間における因子
の類似性と多様性に検討を加えている。そして，対象者間に不変な因子を追究するために
構造方程式モデリングによる方法を，モデル適合度の適切な判断を踏まえながら，活用し
ている。親子関係に影響する心理的変数の検討でも，方法の適用は的確で熟達した水準で
の研究が行われている。 
親子間のインタラクションに関して，集団を対象とした方法論と個別の母娘を対象とし
た方法論の２つのアプローチにより検討を行っている。その中でも，ひと組の母娘を対象
として動的因子分析を適用することにより母娘の心理的なインタラクションに検討を加え
たことは，方法の適切な適用例としても親子関係の研究分野へ多大な影響を与える秀逸な
研究であると，その成果も含め評価することができる。 
４．論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性，説得性がある。 
 本論文は適切に構成され，全体的にわかりやすい文章で表現されており，論理の展開に
は一貫性がある。実証的研究結果については，図による緻密なまとめを行っており，説得
性があると評価することができる。 
５．全体を通して学術的な独創性が認められる。 
 本論文の独創性は，子どもに対する親の態度に加えて，親に対する子どもの態度の測定
を確立したことと，そして，両者の関係を実証的に検討したことにある。これに加えて，
動的因子分析により，母娘間のインタラクションに検討を加えたことも，独創的であると
評価することができる。 
６．国内外の学会や社会に対して貢献が認められる。 
これらの研究成果は『性格心理学研究』『教育心理学研究』『青年心理学研究』など学術
誌でも発表されている。法則定立的なアプローチと個性記述的なアプローチによる成果を
融合するあるいは統一するという点では不足の感もあるが，本論文は，古典的な親子関係
研究からインタラクションの研究へと方法論を展開することによって新しい視座を開拓し
た研究として高く評価することができる。 
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
